
石
上
露
子
(
-
八
八
二
し
一
九
五
九
）
は
、
与
謝
野
晶
子
・
山
川
登
美
子

・
玉
野
は
な
子
・
茅
野
雅
子
ら
と
並
ぶ
『
明
星
』
の
す
ぐ
れ
た
女
性
歌

人
の
一
人
だ
っ
た
。
彼
女
は
、
一
九

0
三
年
（
明
治
三
六
）
の
秋
、
満
二

一
歳
の
と
き
に
新
詩
社
の
社
友
と
な
り
、
同
年
一

0
月
号
の
『
明
星
』

e
 

に
は
じ
め
て
短
歌
を
寄
稿
し
た
。
以
後
、
一
九

0
八
年
（
明
治
四
一
）
一

月
号
に
至
る
ま
で
の
同
誌
上
に
、
石
上
露
子
ま
た
は
ゆ
ふ
ち
ど
り
の
筆

名
で
短
歌
八

0
首
、
美
文
五
編
、
詩
一
編
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら

の
作
品
の
文
学
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
島
田
謹
二
や
松
村
緑
ら

②
 

の
諸
氏
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
松
村
緑
氏
は
、
国
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
長
年
に
わ
た
っ
て

彼
女
に
関
す
る
伝
記
的
研
究
に
力
を
注
ぎ
、
そ
の
成
果
は
同
氏
編
の

『
石
上
露
子
集
」
（
中
央
公
論
社
刊
、
一
九
五
九
年
）
に
結
集
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
『
石
上
露
子
集
』
を
基
礎
に
し
て
、
『
明
星
』
に
掲
載
さ
れ

石

上

露

子

と

た
彼
女
の
す
べ
て
の
作
品
が
、
『
明
治
文
学
全
集
51
」
（
筑
摩
書
房
刊
、
一

九
六
八
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
彼
女
の
一
生
と
そ
の
心
象
風
景
を

描
い
た
吉
屋
信
子
の
作
品
「
富
田
林
の
旧
家
」
が
、
『
小
説
新
潮
』
の

一
九
六
四
年
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
、
つ
い
で
こ
の
作
品
が
吉
屋
信
子
の

『
あ
る
女
人
像
』
（
新
潮
社
刊
、
一
九
六
五
年
）
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
我
に
目
覚
め
て
悩
み
つ
つ
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
生
き
た

『
明
星
』
の
歌
人
石
上
露
子
の
生
涯
が
広
く
一
般
に
知
ら
れ
た
の
で
あ

⑧
 

る。

た
カ

石
上
露
子
の
本
名
は
杉
山
孝
、
彼
女
は
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
六

月
―
一
日
に
、
大
阪
南
河
内
の
富
田
林
の
杉
山
団
郎
の
長
女
と
し
て
生

ま
れ
た
。
富
田
林
は
一
六
世
紀
の
後
半
に
興
正
寺
別
院
の
寺
内
町
と
し

て
開
か
れ
た
町
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
杉
山
家
は
こ
の
寺
内
町

の
建
設
に
参
画
し
た
土
地
の
有
力
者
「
八
人
衆
」
の
家
系
を
継
ぐ
と
伝
え

ら
れ
る
富
田
林
き
っ
て
の
旧
家
で
あ
り
、
代
々
酒
造
業
を
も
営
む
大
地

④
 

主
で
あ
っ
た
。
酒
造
業
は
、
露
子
が
生
ま
れ
て
数
年
の
間
に
廃
さ
れ
た

よ
う
だ
が
、
一
九

0
0年
（
明
治
―
―
―
―
―
―
)
に
お
け
る
杉
山
家
の
「
土
地
台

「
婦
女
新
聞
』

大

谷

渡
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帳
総
計
簿
」
に
よ
る
と
、
所
有
地
は
―
二
か
町
村
に
も
お
よ
ん
で
い
て
、

総
計
が
六
一
町
五
畝
一
九
歩
、
そ
の
う
ち
田
地
が
五
七
町
二
反
六
畝
二

⑤
 

一
歩
を
占
め
て
い
た
。
現
存
す
る
露
子
の
生
家
は
、
古
い
町
並
を
誇
る

富
田
林
で
も
最
古
の
建
築
物
と
い
わ
れ
る
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り
、
杉

山
家
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
こ
の
地
方
の
豪
家
で
あ
っ
た
。

露
子
は
、
江
戸
時
代
以
来
こ
の
豪
家
に
培
わ
れ
て
き
た
文
学
的
教
養

を
身
に
つ
け
つ
つ
聰
明
な
娘
と
し
て
育
っ
た
が
、
少
女
期
に
実
母
と
生

別
し
、
は
や
く
か
ら
継
祖
母
や
継
母
と
の
陰
湿
な
葛
藤
に
悩
ま
ね
ば
な

⑥
 

ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
露
子
は
、
入
夫
婚
姻
に
よ
っ
て
こ
の
豪
家
を
相

続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
定
め
を
負
っ
て
い
た
の
だ
が
、
新
聞

や
雑
誌
を
通
し
て
近
代
の
新
し
い
思
想
や
精
神
に
触
れ
る
機
会
を
も
っ

た
彼
女
は
、
古
い
家
の
制
度
に
つ
な
が
れ
て
そ
の
重
圧
か
ら
逃
れ
え
な

い
自
己
を
い
っ
そ
う
鮮
明
に
自
覚
し
苦
悩
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
彼

女
は
、
そ
う
し
た
現
実
の
苦
悩
の
中
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
自
我
を
解
き

放
ち
、
自
己
の
苦
悩
を
自
由
に
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
る
世
界
を
求
め

て
、
一
九

0
一
年
（
明
治
三
四
）
か
ら
『
婦
女
新
聞
』
や
浪
華
婦
人
会
の

⑦
 

『
婦
人
世
界
」
に
作
品
を
投
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

『
婦
女
新
聞
」
は
、
一
九

0
0年
（
明
治
三
三
）
五
月
一

0
日
付
を
も

っ
て
創
刊
さ
れ
た
女
性
向
け
の
週
刊
新
聞
で
あ
り
、
第
一
号
に
掲
げ
ら

れ
た
「
発
刊
の
辞
」
と
「
婦
女
新
聞
の
目
的
」
と
題
し
た
文
章
に
は
、

公
平
な
見
地
か
ら
「
女
子
教
育
の
大
方
針
」
や
「
女
子
大
学
の
設
立
」
、

「
母
体
の
健
否
」
と
い
っ
た
女
性
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
広

く
世
人
と
と
も
に
こ
れ
を
研
究
し
、
「
女
子
諸
君
の
地
位
を
高
め
」
た

R
 

い
と
記
さ
れ
て
い
た
。
創
刊
の
翌
年
一
九

0
一
年
（
明
治
一
二
四
）
の
同
紙

に
は
、
「
一
夫
一
婦
論
」
（
一
月
二
八
日
付
第
三
八
号
）
、
「
徳
育
方
針
の
懐

疑
時
代
」
（
二
月
―
一
日
付
第
四
0
号
）
、
「
社
会
改
良
と
婦
人
の
勢
力
」

（
六
月
一

0
日
付
第
五
七
号
）
、
「
女
子
と
労
働
」
（
九
月
三
0
日
付
第
七
三
号
）

と
い
っ
た
社
説
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
社
説
を
み
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
露
子
が
投
稿
し
は
じ
め
た
こ
ろ
の
同
紙
の
性
格
が
う
か
が
え

る。
『
婦
女
新
聞
』
の
一
九

0
一
年
七
月
二
九
日
付
第
六
四
号
に
は
、

「
「
継
母
」
に
つ
い
て
（
晴
江
女
史
と
し
の
ぶ
の
君
に
）
」
と
題
し
た
露
子
の

文
章
が
夕
ち
ど
り
の
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、
夕
ち
ど
り
の
小

品
・
随
筆
・
小
説
な
ど
が
同
紙
上
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
が
、
と
く
に
一
九

0
四
年
（
明
治
三
七
）
ご
ろ
に
執
筆
さ
れ
た
彼
女
の

作
品
に
は
注
目
す
べ
き
力
作
が
多
い
。
ま
た
彼
女
は
、
一
九

0
三
年

（
明
治
三
六
）
か
ら
一
九

0
四
年
の
中
ご
ろ
に
か
け
て
『
婦
女
新
聞
』
の

読
者
の
投
書
欄
「
は
が
き
よ
せ
」
に
も
稜
極
的
に
投
稿
し
、
大
阪
で
の

⑨
 

「
婦
女
新
聞
読
者
会
」
の
結
成
を
呼
び
か
け
た
り
し
て
い
た
。
そ
し
て

彼
女
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
の
一
九

0
三
年
に
新
詩
社
に
入
り
、
翌

年
一
九

0
四
年
の
『
明
星
』
に
ほ
と
ん
ど
毎
号
作
品
を
寄
稿
し
て
こ
の

年
の
う
ち
に
短
歌
四
二
首
と
美
文
五
編
を
同
誌
上
に
発
表
し
た
の
だ
が
、

こ
れ
は
『
明
星
』
に
掲
載
さ
れ
た
彼
女
の
作
品
総
数
の
半
分
以
上
に
も

あ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
彼
女
の
創
作
意
欲
は
、

一
九

0
四
年
（
明
治
三
七
）
の
時
期
に
も
っ
と
も
高
ま
っ
て
い
た
と
み
て

よ
い
。
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と
こ
ろ
で
、
日
露
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
ま
る
二
か
月
後
の
『
婦
女
新

聞
」
一
九

0
四
年
四
月
―
一
日
付
第
二

0
五
号
に
は
、
夕
ち
ど
り
の
す

ぐ
れ
た
厭
戦
の
作
品
、
小
説
「
兵
士
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
小

説
「
兵
士
」
に
つ
い
て
は
、
『
歴
史
と
神
戸
」
第
八
九
号
（
一
九
七
八
年

五
月
）
に
「
石
上
露
子
の
『
兵
士
』
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
中
山
敦
子

氏
の
紹
介
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
石
上
露
子
の
再
評
価
の
必
要
性
が

提
起
さ
れ
て
い
る
。
私
自
身
も
こ
の
「
兵
士
」
と
題
す
る
夕
ち
ど
り
の

作
品
に
着
目
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
婦
女
新
聞
』
の
中
か

ら
彼
女
の
作
品
お
よ
び
彼
女
に
関
す
る
記
事
の
収
集
を
お
こ
な
っ
て
き

た
が
、
昨
年
末
か
ら
今
年
（
一
九
八
三
年
）
に
か
け
て
不
二
出
版
か
ら
『
婦

女
新
聞
』
の
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
る
に
お
よ
び
、
ま
す
ま
す
詳
細
な
検

討
が
可
能
に
な
っ
て
ま
こ
と
に
便
利
で
あ
る
。
こ
の
新
聞
が
石
上
露
子

研
究
の
基
礎
的
資
料
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
石
上
露
子

研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
て
今
は
亡
き
松
村
緑
氏
が
、
『
婦
女
新
聞
』

を
心
に
か
け
つ
つ
も
つ
い
に
同
紙
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
閲
読
す
る
機

⑩
 

会
を
も
た
れ
な
か
っ
た
だ
け
に
、
い
っ
そ
う
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
『
明
星
」
に
掲
載
さ
れ
た
彼
女
の
作
品
に
は
、
日
露
戦
争
に

触
れ
た
も
の
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
と
く
に
一
九

0
四
年
の
『
明

星
」
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
ゆ
ふ
ち
ど
り
の
短
歌
「
み
い
く
さ
に
こ
よ

ひ
誰
が
死
ぬ
さ
び
し
み
と
髪
ふ
く
風
の
行
方
見
ま
も
る
」
は
、
新
詩
社

の
す
ぐ
れ
た
文
芸
批
評
家
で
明
治
末
年
の
い
わ
ゆ
る
大
逆
事
件
の
弁
護

人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
平
出
修
に
注
目
さ
れ
た
。
平
出
は
、
『
明
星
』

の
同
年
八
月
号
掲
載
の
「
最
近
の
短
歌
ー
|
新
詩
社
七
月
小
集
席
上
所

感
」
に
お
い
て
、
「
戦
争
を
謡
う
て
、
斯
の
如
く
真
摯
に
斯
の
如
く
悽

愴
な
る
も
の
、
他
に
其
比
を
見
ざ
る
処
、
我
は
ほ
こ
り
か
に
世
に
示
し

て
文
学
の
本
旨
な
る
も
の
を
説
明
し
て
み
た
い
」
と
の
べ
て
、
こ
の
歌

を
高
く
評
価
し
た
の
だ
っ
た
。
『
婦
女
新
聞
』
下
の
一
九

0
四
年
六
月
二

0
日
付
の
「
は
が
き
よ
せ
」
欄
に
は
、
「
此
里
の
可
憐
の
子
ひ
と
り
、

南
山
の
そ
れ
に
け
な
げ
な
る
戦
死
せ
り
し
と
人
に
は
泣
き
て
語
る
な
り
」

と
い
う
夕
ち
ど
り
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
前
掲

の
彼
女
の
短
歌
が
、
身
近
に
も
た
ら
さ
れ
た
戦
死
の
悲
報
に
触
発
さ
れ

⑪
 

て
詠
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
与
謝
野
晶
子
の
「
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
勿
れ
」
が
発
表

さ
れ
た
の
は
一
九

0
四
年
九
月
号
の
『
明
星
』
で
あ
り
、
大
塚
楠
緒
子

の
「
お
百
度
詣
」
が
『
太
陽
」
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
一
九

0
五
年
（
明

治
三
八
）
一
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
作
品
は
、
い
ず
れ
も
一

般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大
塚
楠
緒
子
が
一
九

0
四
年
六
月
一
日

付
の
『
太
陽
』
に
「
進
撃
の
歌
」
と
題
し
た
戦
意
高
揚
の
勇
ま
し
い
詩

を
発
表
し
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
石
上
露
子
の
厭
戦
の
作
品
の
意

義
は
大
き
い
。
と
り
わ
け
、
開
戦
後
ま
も
な
い
時
期
に
『
婦
女
新
聞
』

に
発
表
さ
れ
た
夕
ち
ど
り
の
小
説
「
兵
士
」
は
、
女
の
情
感
と
女
の
理

を
も
っ
て
、
男
・
戦
争
・
軍
隊
の
非
人
間
性
を
訴
え
よ
う
と
し
た
衝
撃

的
な
作
品
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
戦
争
・
軍
隊
を
正
当
化
し
て
女
性
あ

る
い
は
人
間
そ
の
も
の
を
完
全
に
否
定
し
よ
う
と
す
る
国
家
の
論
理
、

す
な
わ
ち
男
の
論
理
に
た
い
す
る
露
子
自
身
の
激
し
い
怒
り
が
こ
め
ら

れ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
作
品
は
重
要
で
あ
り
、
発
表
さ
れ
た
時
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期
か
ら
み
て
も
、
ま
た
そ
の
内
容
か
ら
み
て
も
、
与
謝
野
晶
子
の
「
君

死
に
た
ま
ふ
こ
と
勿
れ
」
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
厭
戦
の
作
品
で
あ
っ
た

と
私
に
は
思
え
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
在
来
の
彼
女
に
関
す
る
文

献
で
は
、
『
平
民
新
聞
』
と
彼
女
と
の
関
係
を
と
り
あ
げ
て
、
こ
れ
と

の
関
連
で
彼
女
の
厭
戦
の
思
想
に
触
れ
ら
れ
た
り
も
し
て
い
る
の
で
、

次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
す
こ
し
の
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

前
掲
の
松
村
緑
編
『
石
上
露
子
集
』
に
は
、
石
上
露
子
の
自
伝
「
落

葉
の
く
に
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自
伝
に
よ
れ
ば
、
彼
女
は

『
平
民
新
聞
』
を
購
読
し
て
い
て
「
平
民
社
に
集
ふ
人
々
」
と
個
人
的

な
交
流
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
と
く
に
力
点
を
お
い

た
か
た
ち
で
の
自
伝
の
紹
介
研
究
と
し
て
、
家
永
―
―
一
郎
氏
の
「
石
上
露

子
日
記
に
つ
い
て

1

明
星
派
歌
人
と
社
会
主
義
思
想
と
の
交
渉
」

（
『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
第
一
五
号
、
一
九
五
五
年
二
月
）
が
あ
る
。

こ
の
家
永
氏
の
論
文
で
は
、
日
露
戦
争
中
の
石
上
露
子
に
つ
い
て

「
す
で
に
平
民
新
聞
を
通
じ
て
反
戦
の
い
ぶ
吾
に
も
触
れ
た
露
子
で
あ

る
（
後
述
）
」
と
記
さ
れ
た
う
え
で
、
自
伝
の
中
の
『
平
民
新
聞
』
や
平

民
社
の
人
び
と
と
彼
女
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
箇
所
の
紹

介
が
な
さ
れ
て
い
て
、
彼
女
が
一
九

0
三
年
（
明
治
三
六
）
―
一
月
一
五

日
か
ら
一
九

0
五
年
一
月
二
九
日
に
至
る
ま
で
の
一
年
余
り
の
あ
い
だ

発
行
さ
れ
て
い
た
週
刊
『
平
民
新
聞
」
の
読
者
だ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
週
刊
『
平
民
新
聞
』
を
調
べ
た
か
ぎ
り
で
は
、

彼
女
が
同
紙
の
読
者
だ
っ
た
と
い
う
事
実
は
で
て
こ
な
い
し
、
自
伝
そ

の
も
の
に
も
彼
女
が
週
刊
『
平
民
新
聞
』
を
読
ん
で
い
た
と
は
記
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

露
子
の
自
伝
に
は
、
彼
女
が
南
河
内
郡
の
郡
長
夫
妻
と
と
も
に
秋
の

赤
十
字
社
大
会
に
出
席
す
る
目
的
で
上
京
し
、
そ
の
折
に
新
詩
社
を
訪

ね
て
与
謝
野
晶
子
と
親
し
く
語
り
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ

て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
露
子
の
上
京
は
、
『
明
星
」
の
一
九

0
五

年
―
二
月
号
に
、
「
河
内
な
る
石
上
露
子
、
盛
岡
な
る
大
信
田
落
花
の

二
氏
は
去
月
赤
十
字
社
大
会
の
参
列
を
兼
ね
て
上
京
し
、
数
日
滞
在
せ

り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
同
年
―
一
月
二

0
日
に
上
野

公
園
で
開
催
さ
れ
た
日
本
赤
十
字
社
の
第
一
三
回
社
員
総
会
に
出
席
す

⑫
 

る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
女
の

自
伝
に
は
、
こ
の
と
き
の
上
京
に
関
す
る
叙
述
が
完
璧
に
終
わ
っ
た
あ

と
、
ま
っ
た
く
別
の
話
と
し
て
次
の
よ
う
な
体
験
が
語
ら
れ
て
い
る
。

夢
二
さ
ん
が
書
い
て
下
さ
っ
た
二
本
の
女
扇
子
は
恋
の
詩
と
石
川

の
月
見
ぐ
さ
。
私
は
こ
ん
な
の
よ
り
い
つ
も
の
平
民
新
聞
の
さ
し

絵
の
や
う
な
胸
を
う
つ
。

親
は
故
郷
に
子
は
嶋
原
に
さ
く
ら
花
か
や
散
り
ち
り
に

と
あ
ん
な
（
俗
謡
な
が
ら
）
の
が
望
ま
し
か
っ
た
の
に
、
高
級
な
ぬ

り
骨
絹
地
ば
り
の
を
も
ち
出
し
た
の
が
い
け
な
か
っ
た
と
気
が
つ

く
と
、
ま
だ
ま
だ
何
事
に
も
上
す
べ
り
の
身
み
づ
か
ら
を
か
な
し

む。
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文
中
の
夢
二
は
、
竹
久
夢
二
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
夢
二

の
さ
し
絵
は
、
前
掲
の
日
露
戦
争
中
の
週
刊
『
平
民
新
聞
』
に
は
ま
っ

た
く
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
日
露
戦
争
後
の
一
九
0
七
年
（
明
治
四
0
)

一
月
一
五
日
か
ら
同
年
四
月
一
四
日
ま
で
発
行
さ
れ
た
日
刊
『
平
民
新

聞
』
に
は
、
夢
二
の
さ
し
絵
が
さ
か
ん
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

日
刊
『
平
民
新
聞
」
の
一
九

0
七
年
四
月
四
日
付
第
六
六
号
に
掲
載
さ

れ
た
竹
久
夢
二
の
さ
し
絵
に
は
、
「
親
は
故
郷
に
わ
し
や
嶋
原
に
桜
花

か
や
ち
り

K
＼
に
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
、
露
子
が
読
ん

で
い
た
と
い
う
こ
の
場
合
の
『
平
民
新
聞
』
は
、
日
刊
『
平
民
新
聞
」

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、

彼
女
が
週
刊
『
平
民
新
聞
』
を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
と
は
も
ち
ろ
ん
い

え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
も
っ
ぱ
ら
一
九

0
七
年
に
彼
女
が
日

刊
『
平
民
新
聞
』
を
購
読
し
、
社
会
主
義
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た

⑱
 

と
い
う
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
当
時
結
婚
し

て
東
京
牛
込
区
に
住
ん
で
い
た
竹
久
夢
二
に
、
石
上
露
子
は
い
つ
ど
こ

⑭
 

で
会
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
疑
問
が
残
る
。

自
伝
「
落
葉
の
く
に
」
に
は
、
右
に
掲
げ
た
文
章
の
す
こ
し
後
に
次

の
よ
う
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

平
民
新
聞
が
配
達
さ
れ
る
と
云
ふ
だ
け
で
そ
の
す
ぢ
の
眼
が
光

る。
人
の
心
を
変
に
ゆ
が
め
る
。
宮
崎
消
天
氏
の
来
訪
を
う
け
て
よ

り
は
、
こ
と
に
そ
れ
が
い
ち
ゞ
る
し
い
。
も
つ
と
も
平
民
社
に
集

ふ
人
々
よ
り
個
人
的
な
文
通
が
し
げ
く
あ
る
せ
ゐ
も
あ
ら
う
。

同
志
と
云
ふ
よ
り
む
し
ろ
乙
女
の
身
の
、
と
云
ふ
の
に
興
味
を

も
ち
出
し
た
人
も
あ
る
。
私
は
そ
ん
な
も
の
ず
き
な
、
気
ま
ぐ
れ

も
の
で
は
無
い
。
も
つ
と
も
つ
と
こ
の
問
題
を
得
心
の
ゆ
く
ま
で

ほ
り
さ
げ
て
自
分
の
物
に
し
て
見
た
い
か
ら
な
の
に
。

今
日
も
警
察
署
長
が
来
訪
、
い
た
づ
ら
つ
児
の
火
な
ぶ
り
の
様

に
云
は
れ
る
。
こ
の
温
厚
な
署
長
と
お
父
様
と
二
人
を
見
て
私
は

か

へ

つ

て

お

気

の

毒

で

な

ら

な

い

。

．

「
宮
崎
消
天
氏
の
来
訪
」
の
事
実
が
あ
っ
た
か
い
な
か
に
つ
い
て
は

今
の
と
こ
ろ
不
明
だ
が
、
消
天
の
兄
の
宮
崎
民
蔵
が
土
地
復
権
同
志
会

の
遊
説
中
に
彼
女
を
訪
ね
て
い
た
こ
と
は
、
民
蔵
の
「
巡
歴
日
誌
」
の

記
述
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
巡
歴
日
誌
」
の

一
九

0
七
年
（
明
治
四
0
)
五
月
の
と
こ
ろ
に
、
「
二
十
四
日
富
田
林
町

杉
山
孝
子
女
史
加
盟
す
、
富
家
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
彼
女
は
こ
の
と

⑮
 

き
土
地
復
権
同
志
会
に
賛
同
し
入
会
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
掲
家
永
氏
の
「
石
上
露
子
日
記
に
つ
い
て
ー
ー
＇
明
星

派
歌
人
と
社
会
主
義
思
想
と
の
交
渉
」
に
は
、
「
杉
山
女
史
は
筆
者
の

ぶ
し
つ
け
な
質
問
」
に
た
い
し
て
「
親
し
く
答
書
を
与
へ
ら
れ
た
」
と

記
さ
れ
て
い
て
、
家
永
氏
に
宛
て
ら
れ
た
次
の
よ
う
な
露
子
の
手
紙
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

平
民
社
の
人
々
と
の
交
渉
は
、
宮
崎
氏
が
興
味
を
持
っ
て
、
社

中
で
お
話
に
な
っ
た
ら
し
う
、
お
も
は
ぬ
人
々
か
ら
お
た
よ
り
を

次
々
に
頂
き
ま
し
た
。
い
ま
は
ほ
と
ん
ど
が
故
人
で
御
座
い
ま
せ

う
。
親
し
う
お
尋
ね
う
け
ま
し
た
の
は
、
こ
れ
も
故
人
に
な
っ
た
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代
議
士
の
南
氏
だ
け
だ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
。
ま
A

し
い
母
と
同

郷
と
や
ら
で
、
か
た
が
た
訪
問
を
受
け
ま
し
た
事
が
御
座
い
ま
す
。

露
子
の
継
母
エ
イ
の
実
家
は
、
大
阪
府
泉
北
郡
国
府
村
（
現
在
、
和
泉

市
）
の
小
西
家
で
あ
っ
た
か
ら
、
継
母
エ
イ
と
同
郷
の
代
議
士
の
南
と

は
、
国
府
村
の
北
部
に
隣
接
し
て
い
た
同
郡
伯
太
村
（
現
在
、
和
泉
市
）

出
身
で
、
の
ち
に
衆
議
院
議
員
と
な
っ
た
南
鼎
一

1

一
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
南
鼎
三
は
、
一
九
二

0
年
（
大
正
九
）
五
月
に
お
こ
な
わ
れ

た
第
一
四
回
総
選
挙
と
一
九
三
七
年
（
昭
和
―
二
）
四
月
に
お
こ
な
わ
れ

た
第
二

0
回
総
選
挙
の
二
回
に
わ
た
っ
て
、
大
阪
府
第
六
区
か
ら
立
憲

政
友
会
所
属
の
代
議
士
と
し
て
選
出
さ
れ
て
お
り
、
死
去
し
た
の
は
一

⑯
 

九
四
三
年
（
昭
和
一
八
）
九
月
二
日
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
南
鼎
三
に

つ
い
て
前
掲
宮
崎
民
蔵
の
「
巡
歴
日
誌
」
に
は
、
民
蔵
が
富
田
林
の
杉

山
家
を
訪
問
し
た
翌
月
、
す
な
わ
ち
一
九
0
七
年
（
明
治
四
0
)
六
月
の

と
こ
ろ
に
、
「
十
六
日
福
島
に
至
り
大
阪
平
民
社
の
森
近
運
平
を
訪

ふ
座
に
泉
北
郡
の
南
鼎
三
あ
り
会
旨
を
聞
い
て
加
盟
し
同
志
求
合
を
協

⑰
 

議
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
前
掲
の
家
永
氏
の
論
文
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
露
子
の
手
紙
の
中
の
「
宮
崎
氏
」
と
は
、
宮
崎
民
蔵

の
こ
と
で
あ
っ
て
、
「
宮
崎
氏
が
興
味
を
持
っ
て
」
彼
女
の
こ
と
を
語

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
平
民
社
と
は
、
日
刊
『
平
民
新
聞
」
の
廃
刊
後
に

⑱
 

森
近
運
平
が
再
興
し
た
大
阪
平
民
社
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
に
わ
か
に
断
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ

だ
が
、
前
掲
家
永
氏
の
論
文
中
の
露
子
の
手
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
「
代

議
士
の
南
氏
」
が
、
「
宮
崎
氏
」
や
「
平
民
社
」
と
の
関
係
で
語
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
う

こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
て
お
き
た
い
。

と
も
あ
れ
、
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
一
九
0
七
年
（
明
治
四
0
)

に
お
け
る
石
上
露
子
の
思
想
的
関
心
の
方
向
が
う
か
が
え
る
の
だ
が
、

実
は
こ
の
年
―
二
月
に
、
彼
女
は
旧
家
の
重
圧
に
抗
し
き
れ
な
く
な
っ

⑲
 

て
意
に
そ
ま
ぬ
婚
礼
の
席
に
つ
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
彼
女
は
、
翌

年
一
九

0
八
年
（
明
治
四
一
）
の
『
明
星
』
に
短
歌
を
発
表
し
た
の
を
最

後
と
し
て
、
文
筆
活
動
を
断
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
夫
の

⑳
 

執
拗
な
千
渉
と
妨
害
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
松
村
緑
氏
は
『
石
上
露
子
集
』
の
解
説
で
、
「
当
時
の

社
会
主
義
者
仲
間
で
は
西
川
光
次
郎
、
島
中
雄
三
な
ど
の
人
々
の
贈
っ

た
写
真
が
残
っ
て
ゐ
る
」
と
の
べ
て
い
る
が
、
の
ち
に
社
会
運
動
家
と

し
て
知
ら
れ
た
島
中
雄
一
二
は
、
「
婦
女
新
聞
」
の
中
心
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
一
九

0
五
年
の
秋
に
露
子
が
上
京
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
す
で
に
の
べ
た
が
、
彼
女
の
自
伝
に
は
こ
の
時
の
東
京

で
の
出
来
事
に
関
す
る
記
述
に
続
い
て
、
「
上
京
を
あ
と
よ
り
知
り
て

主
筆
と
共
に
足
ず
り
し
て
く
や
み
し
よ
な
ど
云
ひ
こ
せ
し
は
婦
女
新
聞

の
誰
れ
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
て
、
「
す
ゐ
こ
様
そ
の
他
よ
り
も
相
つ
い

で
の
た
よ
り
を
見
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
す
ゐ
こ
は
島
中
翠
湖
、

す
な
わ
ち
島
中
雄
一
ー
一
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
島
中
は
ず
っ

と
の
ち
の
一
九
三
八
年
（
昭
和
―
―
―
-
)
―
一
月
二
七
日
付
の
『
婦
女
新
聞
」

に
掲
載
さ
れ
た
「
狂
濤
飛
沫
ー
|
'
宮
崎
旭
濤
を
続
る
人
々
」
の
中
で
、

仙
台
在
住
の
青
年
詩
人
で
『
婦
女
新
聞
」
の
寄
稿
家
だ
っ
た
宮
崎
旭
濤
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が
、
同
じ
く
『
婦
女
新
聞
』
の
寄
稿
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
夕
ち
ど

り
に
会
う
た
め
に
、
は
る
ば
る
大
阪
南
河
内
の
富
田
林
を
訪
れ
た
と
い

⑪
 

う
思
い
出
話
を
書
い
て
い
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
石
上
露
子
と
島
中
雄
三
の
交
流
は
『
婦
女
新

聞
』
を
通
し
て
は
じ
ま
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
だ
が
、
露
子
が
購

読
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
日
刊
『
平
民
新
聞
』
の
一
九

0
七
年
四
月
七

日
付
第
六
九
号
の
「
編
輯
局
よ
り
」
に
、
「
島
中
翠
湖
君
が
来
て
公
判

記
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
、
お
馴
染
の
竹
久
夢
二
君
が
片
隅
で
新
聞
を
見

て
居
る
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
島
中
雄
三
は
露

子
が
自
伝
の
中
で
「
個
人
的
な
文
通
」
を
交
わ
し
た
と
記
し
て
い
る

「
平
民
社
に
集
ふ
人
々
」
の
一
人
と
み
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
若
き
日
の
石
上
露
子
の
思
想
や
動
静
を
知
る
う
え
で
、

『
婦
女
新
聞
』
の
彼
女
に
関
す
る
記
事
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
な
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
『
婦
女
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
石
上
露
子
の
作
品
に
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

一
九

0
一
年
（
明
治
三
四
）

「
「
継
母
」
に
つ
い
て
」
夕
ち
ど
り
（
七
月
二
九
日
付
第
六
四
号
）
。

「
河
内
金
剛
山
下
の
一
小
都
」
夕
ち
ど
り
（
八
月
―
二
日
付
第
六
六
号
）
。

「
柿
」
夕
ち
ど
り
（
二
月
―
一
日
付
第
七
九
号
）
。

一
九

0
二
年
（
明
治
三
五
）

「
母
子
草
」
ゆ
ふ
ち
ど
り
（
四
月
七
日
付
第
一

0
0号）。

「
雲
雀
」
夕
ち
ど
り
（
五
月
五
日
付
第
一

0
四
号
）
。

「
わ
が
昨
今
」
夕
ち
ど
り
（
六
月
一
六
日
付
第
一
―

0
号）。

「
ま
ぽ
ろ
し
日
記
」
夕
ち
ど
り
（
九
月
八
日
付
第
―
ニ
ニ
号
）
。

「
小
川
」
夕
ち
ど
り
(
―
一
月
一
七
日
付
第
一
三
二
号
）
。

「
琴
」
夕
ち
ど
り
(
―
二
月
一
日
付
第
一
三
四
号
）
。

一
九

0
三
年
（
明
治
三
六
）

「
時
鳥
」
夕
ち
ど
り
（
六
月
二
二
日
付
第
一
六
三
号
）
。

「
野
薔
薇
物
語
」
夕
ち
ど
り
（
六
月
二
九
日
付
第
一
六
四
号
）
。

「
庚
申
猿
（
上
）
」
夕
千
鳥
（
七
月
二
七
日
付
第
一
六
八
号
）
。

「
庚
申
猿
（
中
）
」
夕
千
烏
（
八
月
三
日
付
第
一
六
九
号
）
。

「
庚
申
猿
（
下
）
」
夕
千
鳥
（
八
月
一

0
日
付
第
一
七
0
号）。

「
初
秋
」
ゆ
ふ
ち
ど
り
（
八
月
三
一
日
付
第
一
七
三
号
）
。

「
山
分
衣
」
夕
ち
ど
り
、
小
夜
千
鳥
(
-
―
月
二
三
日
付
第
一
八
五
号
）
。

「
山
分
衣
（
つ
ゞ
き
）
」
夕
ち
ど
り
、
小
夜
千
鳥
(
―
一
月
一
―
1
0
日
付
第
一

八
六
号
）
。

「
山
分
衣
（
つ
ゞ
送
）
」
夕
ち
ど
り
、
小
夜
千
鳥
(
―
二
月
七
日
付
第
一
八

七
号
）
。

一
九

0
四
年
（
明
治
三
七
）

「
理
想
の
男
子
」
夕
千
鳥
（
一
月
一
日
付
第
一
九
一
号
）
。

「
第
百
九
十
五
号
の
但
歌
評
釈
に
つ
吾
て
」
ゆ
ふ
ち
ど
り
（
二
月
一
五

日
付
第
一
九
七
号
）
。

小
説
「
兵
士
」
夕
ち
ど
り
（
四
月
―
一
日
付
第
二

0
五
号
）
。

「
芳
岳
の
君
に
」
夕
ち
ど
り
（
四
月
二
五
日
付
第
二
0
七
号
）
。

「
芳
さ
ん
」
夕
ち
ど
り
（
五
月
二
三
日
付
第
ニ
―
一
号
）
。
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「
幽
思
」
ゆ
ふ
ち
ど
り
（
六
月
六
日
付
第
ニ
―
三
号
）
。

「
わ
す
れ
な
草
」
夕
千
鳥
（
六
月
二
七
日
付
第
ニ
―
六
号
）
。

「
を
と
め
」
夕
ち
ど
り
（
八
月
二
二
日
付
第
ニ
二
四
号
）
。

「
こ
ほ
ろ
ぎ
」
夕
ち
ど
り
（
九
月
―
二
日
付
第
二
二
七
号
）
。

一
九

0
五
年
（
明
治
三
八
）

「
新
愁
」
夕
ち
ど
り
（
一
月
一
日
付
第
二
四
三
号
）
。

「
田
園
日
記
（
上
）
」
夕
ち
ど
り
（
四
月
一
七
日
付
第
二
五
八
号
）
。

「
田
園
日
記
（
中
）
」
夕
ち
ど
り
（
四
月
二
四
日
付
第
二
五
九
号
）
。

「
田
園
日
記
（
下
）
」
夕
ち
ど
り
（
五
月
一
日
付
第
二
六
0
号）。

「
異
性
」
杉
山
孝
子
（
七
月
三
日
付
第
二
六
九
号
）
。

小
説
「
お
も
か
げ
（
一
）
」
夕
ち
ど
り
（
七
月
三
日
付
第
二
六
九
号
）
。

小
説
「
お
も
か
げ
（
二
）
」
夕
ち
ど
り
（
七
月
一

0
日
付
第
二
七

0
号）。

小
説
「
お
も
か
げ
（
三
）
」
夕
ち
ど
り
（
七
月
一
七
日
付
第
二
七
一
号
）
。

小
説
「
お
も
か
げ
（
四
）
」
夕
ち
ど
り
（
七
月
二
四
日
付
第
二
七
二
号
）
。

小
説
「
お
も
か
げ
（
五
）
」
夕
ち
ど
り
（
七
月
三
一
日
付
第
二
七
三
号
）
。

小
説
「
お
も
か
げ
（
六
）
」
夕
ち
ど
り
（
八
月
七
日
付
第
二
七
四
号
）
。

「
幸
子
の
君
へ
」
夕
ち
ど
り

(
1
0月
九
日
付
第
二
八
三
号
）
。

一
九

0
六
年
（
明
治
三
九
）

「
絹
手
毬
」
夕
千
鳥
（
一
月
一
日
付
第
二
九
五
号
）
。

以
上
の
作
品
の
中
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
野
薔
薇
物
語
」
「
兵
士
」
「
幽

思
」
「
を
と
め
」
「
異
性
」
「
絹
手
毬
」
を
紹
介
し
た
い
。
い
ず
れ
も
若

き
日
の
石
上
露
子
の
精
神
活
動
を
知
る
う
え
で
の
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、

在
来
の
彼
女
に
関
す
る
文
献
と
照
合
し
て
読
め
ば
、
い
く
つ
か
の
問
題

註
①
『
明
星
』
の
一
九
011
一年一

0
月
号
の
「
社
告
」
に
は
、
「
爾
後
入
社
せ

ら
れ
た
る
同
志
の
清
友
は
次
の
諸
君
に
候
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
て
、
八
人
の

氏
名
と
と
も
に
「
石
上
露
子
（
河
内
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

③
『
愛
書
』
第
一
五
輯
（
台
湾
愛
書
会
、
一
九
四
二
年
八
月
）
に
は
、
松
風

子
編
「
石
上
露
子
集
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
松
風
子
と
は
、
当
時
台
北
高

等
学
校
教
授
で
台
北
帝
国
大
学
の
講
師
だ
っ
た
島
田
謹
二
の
筆
名
で
あ
り
、

同
氏
は
こ
の
「
石
上
露
子
集
」
の
注
解
お
よ
び
巻
末
の
評
論
で
露
子
の
作
品

を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

『
同
語
と
国
文
学
』
の
一
九
五
二
年
七
月
号
に
は
、
松
村
緑
「
石
上
露
子

実
伝
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
松
村
氏
は
そ
の
中
で
、
石
上
露
子
の
作
品
に

心
を
ひ
か
れ
て
彼
女
の
伝
記
を
書
く
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
『
読
売
新
闘
』
の
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
七
月
一
＝
日
付
に

掲
載
さ
れ
た
長
谷
川
時
雨
の
「
明
治
美
人
伝

g
」
に
は
、
石
上
露
子
の
唯
一

の
詩
で
佳
作
と
し
て
名
高
い
「
小
板
橋
」
が
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
若

き
日
の
彼
女
の
お
も
か
げ
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、
雑
誌
「
明
星
」
に
は
、
す
ぐ
れ
た
る
五
人
の
女
詩
人
が
あ

っ
た
。
晶
子
、
と
み
子
、
花
子
、
雅
子
と
此
露
子
と
で
、
其
う
ち
の
最

ひ
と

も
美
し
苔
女
と
唄
は
れ
、
其
歌
の
風
情
と
、
姿
の
趣
を
あ
は
せ
て
、
白

菊
の
花
に
た
と
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。

こ
の
「
明
治
美
人
伝
」
は
、
の
ち
に
長
谷
川
時
雨
の
『
美
人
伝
』
(
-
九

一
八
年
）
に
収
録
さ
れ
、
石
上
露
子
の
名
と
彼
女
の
詩
「
小
板
橋
」
が
、
詩

歌
を
愛
す
る
人
び
と
の
心
に
な
が
く
残
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
一
九
0
七
年
（
明
治
四

0
)
の
『
明
星
』
―
二
月
号
に
ゆ
ふ
ち
ど

点
が
生
ず
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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り
の
名
で
掲
載
さ
れ
た
「
小
板
橋
」
は
、
次
の
よ
う
な
二
連
の
小
曲
風
の
詩

で
あ
っ
た
。

ゆ
き
ず
り
の
わ
が
小
板
橋

し
ら
し
ら
と
ひ
と
枝
の
う
ば
ら

い
づ
こ
よ
り
流
れ
か
寄
り
し
。

君
ま
つ
と
踏
み
し
夕
に

い
ひ
し
ら
ず
泌
み
て
匂
ひ
き
。

（
朝
日
新
聞
社
刊
、

今
は
と
て
思
ひ
痛
み
て

君
が
名
も
夢
も
捨
て
む
と

な
げ
き
つ
つ
夕
わ
た
れ
ば
、

ぁ
ヽ
う
ば
ら
、
あ
と
も
と
ど
め
ず
、

小
板
橋
ひ
と
り
ゆ
ら
め
く
。

③
『
あ
る
女
人
像
』
は
、
の
ち
に
『
吉
屋
信
子
全
集
11
』

一
九
七
五
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。

④
『
富
田
林
市
誌
』
（
富
田
林
市
役
所
刊
、
一
九
五
五
年
）
、
六
五
ペ
ー
ジ
。

⑥
杉
山
家
の
「
土
地
台
帳
総
計
簿
」
は
、
富
田
林
市
史
編
纂
室
で
閲
覧
し
た
。

酒
造
業
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
松
村
緑
編
『
石
上
露
子
集
』
（
中
央
公
論
社

刊
、
一
九
五
九
年
）
、
一
六
七
ペ
ー
ジ
参
照
。

な
お
、
『
日
本
立
憲
政
党
新
聞
』
の
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
四
月
二

七
日
付
第
三
七
号
に
は
、
河
内
国
酒
造
業
人
が
大
阪
府
知
事
に
提
出
し
た
と

い
う
「
酒
造
営
業
者
製
造
所
税
免
除
之
請
願
」
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

請
願
文
の
冒
頭
に
は
、
「
府
下
河
内
国
酒
造
営
業
人
七
十
名
惣
代
人
（
杉
山

団
郎
）
（
浅
野
誠
太
郎
）
（
松
田
甚
平
）
（
大
堀
伊
十
郎
）
（
林
吉
次
郎
）

謹
テ
大
坂
府
知
事
閣
下
二
請
願
ス
ル
酒
造
製
造
所
税
免
除
ノ
理
由
井
二
其
事

実
左
二
具
陳
致
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑥
江
戸
時
代
以
来
杉
山
家
に
蓄
積
さ
れ
た
文
化
的
伝
統
と
教
養
に
つ
い
て
は
、

前
掲
松
村
緑
「
石
上
露
子
実
伝
」
お
よ
び
同
氏
編
『
石
上
露
子
集
』
を
参
照
。

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
明
石
利
代
『
「
明
星
」
の
地
方
歌
人
考

I

新
詩
社
の
文
学
運
動
の
側
面
』
（
笠
間
書
院
刊
、
一
九
七
九
年
）
で
も
多
少

触
れ
ら
れ
て
い
る
。

⑦
『
婦
女
新
聞
』
一
九
0
四
年
五
月
二
＿
―
-
日
付
第
ニ
―
一
号
の
「
大
阪
だ
よ

り
」
に
は
、
「
此
頃
青
年
婦
人
の
団
体
た
る
浪
華
婦
人
会
に
は
、
清
水
町
に

割
烹
教
場
を
設
け
て
教
授
致
居
候
」
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
同
年
―
一
月
二

一
日
付
の
『
婦
女
新
聞
』
に
は
、
「
浪
華
婦
人
会
の
美
挙
大
阪
な
る
同
会

は
会
員
三
百
余
の
小
団
体
な
れ
ど
も
皆
熱
心
の
人
に
て
今
般
出
征
軍
人
幼
児

保
育
場
を
設
け
た
る
由
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
紙
一
九
0
七

年
―
二
月
一
＿

1
0
日
付
第
三
九
九
号
に
は
、
「
浪
華
婦
人
会
の
閉
会
」
と
題
し

て
、
「
明
治
三
四
年
創
立
以
来
雑
誌
『
婦
人
世
界
』
を
発
行
し
家
政
塾
及
幼

児
保
育
所
等
を
設
け
孜
々
世
の
為
に
努
力
し
来
り
し
浪
華
婦
人
会
は
今
度
閉

会
し
た
り
と
の
報
あ
り
吾
等
は
其
過
去
の
労
を
多
と
し
而
し
て
関
西
婦
女
界

の
将
来
の
為
に
深
く
之
を
惜
し
む
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑧
『
婦
女
新
聞
』
第
一
号
の
発
行
所
は
、
本
所
区
横
網
町
一
丁
目
一
九
番
地
、

婦
女
新
聞
社
と
な
っ
て
お
り
、
定
価
は
一
部
五
厘
、
一
年
分
前
金
郵
税
共
で

一
円
二

0
銭
だ
っ
た
。

同
紙
は
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）
二
月
一
五
日
付
を
も
っ
て
廃
刊
さ

れ
る
ま
で
、
社
主
福
島
四
郎
に
よ
っ
て
四
二
年
間
刊
行
さ
れ
続
け
た
女
性
の

新
聞
で
あ
り
、
近
代
女
性
史
研
究
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

⑨
『
婦
女
新
聞
』
の
一
九
0-―
一
年
―
二
月
二
八
日
付
の
「
は
が
き
よ
せ
」
欄

に
掲
載
さ
れ
た
夕
ち
ど
り
の
文
章
に
は
、
「
大
阪
の
地
に
婦
女
新
聞
読
者
会
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な
る
者
の
御
計
画
い
か
で
思
し
立
た
せ
給
は
ら
ず
や
」
と
の
ぺ
ら
れ
て
お
り
、

翌
年
一
九
0
四
年
一
月
二
五
日
付
同
紙
第
一
九
四
号
の
「
は
が
き
よ
せ
」
欄

で
は
、
「
大
坂
の
姉
君
た
ち
血
あ
り
熱
あ
る
み
筆
を
此
の
欄
に
」
と
も
の
ベ

ら
れ
て
い
て
、
大
阪
在
住
の
『
婦
女
新
聞
』
の
読
者
に
た
い
し
読
者
会
結
成

に
つ
い
て
の
積
極
的
な
意
見
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
一
九
0
二
年
（
明
治
三
五
）
七
月
一
日
付
『
婦
女
新
聞
』
第

―
―
四
号
に
は
、
せ
い
子
の
名
で
「
夕
栄
え
」
と
題
し
た
作
品
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
翌
年
一
九
0
三
年
二
月
二
日
付
同
紙
第
一
四
三
号
と
同
年
二
月
九

日
付
第
一
四
四
号
の
二
回
に
わ
た
っ
て
、
や
は
り
せ
い
子
の
名
で
「
―
二
月

七
日
」
と
題
し
た
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
せ
い
子
は
、
作
品
の
内

せ
い

容
か
ら
み
て
露
子
の
た
だ
一
人
の
妹
清
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
清
は
、

一
九
0
二
年
の
暮
に
大
阪
府
中
河
内
郡
瓜
破
村
（
現
在
、
大
阪
市
）
の
大
谷

家
に
嫁
い
で
お
り
、
「
―
二
月
七
日
」
と
題
し
た
作
品
は
そ
の
こ
ろ
の
出
来

事
に
つ
い
て
綴
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
清
は
、
そ
の
後
も
小
夜
千
鳥
の
筆
名

を
用
い
て
『
婦
女
新
聞
』
紙
上
に
作
品
を
寄
稿
し
、
同
紙
の
「
は
が
き
よ
せ
」

に
も
投
稿
し
て
い
た
が
、
一
九
0
四
年
（
明
治
三
七
）
一

0
月
七
日
に
病
没

し
た
。な

お
、
一
九
0
三
年
八
月
一
七
日
付
の
『
婦
女
新
聞
』
の
「
は
が
き
よ
せ
」

欄
に
掲
載
さ
れ
た
夕
ち
ど
り
の
文
章
に
よ
る
と
、
小
夜
千
鳥
が
仙
台
在
住
の

宮
崎
旭
濤
が
発
行
し
て
い
た
雑
誌
『
朝
嗽
』
に
寄
稿
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
『
婦
女
新
聞
』
の
読
者
の
幾
人
か
が
、
こ
の
『
朝
嗽
』
を
も
購
読
し
て

い
て
、
『
婦
女
新
聞
』
と
『
朝
暖
』
の
両
方
を
通
じ
て
読
者
間
の
交
流
を
は

か
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
夕
ち
ど
り
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑩
前
掲
松
村
緑
「
石
上
露
子
実
伝
」
に
は
、
「
婦
女
新
聞
の
バ
ッ
ク
ナ
ム
バ

ー
を
今
日
ま
で
見
る
機
会
が
な
い
の
は
、
筆
者
に
と
っ
て
遺
憾
に
堪
へ
な
い
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
『
石
上
露
子
集
』
の
編
集
に
あ
た
っ
て
も
、

松
村
氏
が
『
婦
女
新
聞
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
閲
読
し
た
と
い
う
形
跡
は

み
あ
た
ら
な
い
。

⑪
杉
山
家
の
隣
家
杉
本
家
の
主
人
杉
本
藤
平
の
日
誌
『
日
新
誌
』
の
一
九
〇

四
年
六
月
二
三
日
の
条
に
は
、
「
瀧
谷
房
吉
戦
死
二
付
村
葬
之
件
決
議
ス
」

と
記
さ
れ
て
い
て
、
同
年
七
月
六
日
の
条
に
は
、
「
金
州
南
山
之
戦
死
者
陸

軍
一
等
卒
瀧
谷
房
吉
殿
町
葬
ア
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
「
は
が
き
よ

せ
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
夕
ち
ど
り
の
文
章
の
「
比
里
の
可
憐
の
子
」
と
は
、

こ
の
戦
死
者
に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

杉
本
藤
平
の
こ
の
日
誌
の
一
九
0
四
年
か
ら
一
九
0
五
年
の
記
述
を
み
て

ゆ
く
と
、
前
述
の
町
葬
以
後
に
も
幾
人
か
の
戦
死
者
が
あ
っ
て
同
様
に
町
葬

が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
日
露
講
話
条
約
調
印
後
の
一
九

0
五

年
一

0
月
―
一
日
の
条
に
も
「
輻
重
兵
用
木
冨
三
郎
君
病
死
二
付
町
葬
ア
リ

余
会
葬
セ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
町
葬
が
あ
っ
た
翌
月
の

『
明
星
』
一
九

0
五
年
―
一
月
号
に
、
石
上
露
子
の
短
歌
「
み
い
く
さ
に
在

る
は
か
し
こ
し
さ
は
い
へ
ど
別
れ
し
君
ぞ
わ
れ
の
泣
か
る
る
」
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
戦
争
・
軍
隊
を
厭
う
露
子
の
一
貫
し
た
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
太
平
洋
戦
争
中
の
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）
八
月
発
行
の
『
愛

書
』
第
一
五
輯
に
掲
載
さ
れ
た
前
掲
の
島
田
謹
二
編
「
石
上
露
子
集
」
で
は
、

右
に
記
し
た
短
歌
の
上
の
句
、
す
な
わ
ち
「
み
い
く
さ
に
在
る
は
か
し
こ
し

さ
は
い
へ
ど
」
の
部
分
が
伏
字
に
さ
れ
て
い
て
、
「
x
x
x
x
x
x
x
x
x

x
x
x
x
x
x
x
x
別
れ
し
君
ぞ
わ
れ
の
泣
か
る
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
「
み
い
く
さ
に
こ
よ
ひ
誰
が
死
ぬ
さ
び
し
み
と
髪
ふ
く
風
の
行
方
見
ま

も
る
」
と
い
う
彼
女
の
短
歌
も
、
同
様
に
上
の
句
が
伏
字
に
さ
れ
て
い
る
。

日
中
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
ほ
ぼ
一
年
後
に
発
行
さ
れ
た
『
水
甕
』
の
一
九
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三
八
年
（
昭
和
一
三
）
六
月
一
日
号
に
は
、
熊
谷
武
至
の
「
歌
集
解
題
余
談

紗
五
八
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
『
明
星
』
に
発
表
さ
れ
た
石
上
露
子
の
短

歌
の
ほ
と
ん
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
『
水
甕
』
に
掲
載
さ
れ

た
露
子
の
作
品
集
で
は
、
前
記
の
二
首
の
短
歌
は
い
ず
れ
も
そ
の
ま
ま
掲
載

さ
れ
て
い
て
伏
字
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

前
掲
杉
本
藤
平
の
「
日
新
誌
」
は
、
富
田
林
市
史
編
纂
室
で
閲
覧
し
た
。

⑲
「
日
本
赤
十
字
社
録
事
」
『
日
本
赤
十
字
』
一
九
0
五
年
―
二
月
一
日
付

第
一
七
四
号
。

⑱
杉
山
家
に
残
さ
れ
て
い
た
露
子
の
蔵
書
の
中
に
、
一
九

0
七
年
（
明
治
四

0
)
四
月
二
五
日
発
行
の
幸
徳
秋
水
の
著
書
『
平
民
主
義
』
（
隆
文
館
）
が

一
冊
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
富
田
林
市
史
編
纂
室
所
蔵
の
調
査
カ
ー
ド
に

よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
一
九

0
七
年
三
月
下
旬
か
ら
廃
刊
直
前
の
四
月
―
二
日
に
至
る
ま

で
の
日
刊
『
平
民
新
聞
』
に
は
、
幸
徳
秋
水
の
著
書
『
平
民
主
義
』
の
広
告

が
、
近
日
発
売
予
定
の
か
た
ち
で
さ
か
ん
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑭
日
刊
『
平
民
新
聞
』
一
九
0
七
年
一
月
二
四
日
付
第
六
号
に
は
、
「
竹
久

夢
二
氏
の
結
婚
」
と
題
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
「
先
つ
頃
目
出
度

く
結
婚
の
式
を
挙
げ
牛
込
区
宮
比
町
四
番
地
に
新
宅
を
構
へ
た
り
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

⑮
「
巡
歴
日
誌
」
は
、
絲
屋
寿
雄
解
題
宮
崎
民
蔵
著
『
土
地
掏
亨
・
人
類
の

大
権
』
（
実
業
之
日
本
社
刊
、
一
九
四
八
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
日
刊
『
平
民
新
聞
』
の
一
九

0
七
年
一
月
一
五
日
付
第
一
号
の

「
個
人
消
息
」
欄
に
は
、
「
宮
崎
民
蔵
土
地
復
権
同
志
会
全
国
遊
説
の
為

め
目
下
関
西
地
方
に
在
り
消
々
社
会
改
良
家
中
、
古
の
国
士
の
悌
を
存
す
る

独
り
此
人
あ
る
の
み
、
願
は
く
は
健
在
な
れ
や
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑯
『
衆
議
院
要
覧
（
乙
）
』
（
衆
議
院
事
務
局
刊
、
一
九
三
七
年
―
二
月
）
、
衆

議
院
参
議
院
編
『
議
会
制
度
七
十
年
史
l

|
衆
議
院
議
員
名
鑑
』
（
一
九
六

二
年
）
。

⑰
「
巡
歴
日
誌
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
宮
崎
民
蔵
は
杉
山
家
を
訪
問
し
た
同

じ
日
の
五
月
二
四
日
に
、
富
田
林
の
南
西
に
位
置
す
る
天
野
村
（
現
在
、
河

内
長
野
市
）
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
翌
日
五
月
二
五
日
に
は
大
阪
生
玉
町
の
令

延
寺
を
訪
問
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

⑱
森
近
運
平
は
、
一
九

0
七
年
六
月
一
日
付
を
も
っ
て
『
大
阪
平
民
新
聞
』

を
創
刊
し
て
い
る
。
こ
の
『
大
阪
平
民
新
聞
』
は
、
同
年
―
一
月
五
日
付
第

―
一
号
か
ら
『
日
本
平
民
新
聞
』
と
改
題
さ
れ
、
翌
年
一
九

0
八
年
五
月
二

0
日
付
号
外
を
も
っ
て
廃
刊
さ
れ
る
ま
で
毎
月
二
回
発
行
さ
れ
た
。
発
行
所

の
大
阪
平
民
社
の
住
所
は
、
大
阪
市
北
区
上
福
島
北
三
丁
目
一
八
五
番
地
で

あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
『
大
阪
平
民
新
聞
』
に
も
竹
久
夢
二
の
さ
し
絵
が
、

し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑲
前
掲
松
村
緑
編
『
石
上
露
子
集
』
の
解
説
に
は
、
露
子
は
一
九
0
七
年
一

二
月
一
七
日
に
、
長
い
青
春
の
夢
を
自
ら
葬
る
心
で
婚
礼
の
座
に
疸
っ
た
と

記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
前
掲
の
杉
本
藤
平
の
「
日
新
誌
」
の
一
九
0
八
年

（
明
治
四
一
）
六
月
一
七
日
の
条
に
は
、
「
杉
山
団
郎
氏
、
大
和
結
崎
村
片

山
太
郎
氏
方
ヨ
リ
養
子
披
露
ア
リ
余
出
席
ス
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑳
一
九
〇
八
年
の
『
明
星
』
五
月
号
の
「
社
中
消
息
」
に
は
、
「
千
住
湘
江

（
佐
賀
）
石
上
露
子
（
河
内
）
二
氏
は
退
社
せ
ら
れ
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

夫
の
妨
害
に
つ
い
て
は
、
前
掲
松
村
緑
編
『
石
上
露
子
集
』
を
参
照
。

⑪
前
掲
松
村
緑
編
『
石
上
露
子
集
』
の
解
説
に
は
、
一
九
三
八
年
―
一
月
二

七
日
付
の
『
婦
女
新
聞
』
に
社
主
福
島
四
郎
が
同
紙
創
業
の
頃
を
語
る
「
狂

濤
飛
沫
」
と
い
う
記
事
を
書
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
狂
濤
飛
沫
」
と
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題
す
る
文
章
を
同
紙
に
書
い
た
の
は
島
中
雄
三
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
福
島
四

郎
が
書
い
た
と
し
て
い
る
の
は
、
松
村
氏
の
あ
や
ま
り
で
あ
る
。

付
記

本
稿
執
筆
に
さ
い
し
て
は
、
小
山
仁
示
教
授
の
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
。
な
お
、

富
田
林
市
史
編
纂
室
の
玉
城
幸
男
氏
に
は
市
史
編
纂
室
の
資
料
を
閲
覧
す
る
に
あ

た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

野

薔

薇

物

語

夕

ち

ど

り

美
し
き
水
ゆ
る
や
か
に
流
れ
て
、
小
板
橋
一
っ
何
と
な
く
か
け
渡
し

た
る
堤
の
か
げ
に
ひ
と
む
ら
の
野
薔
薇
し
げ
れ
り
。

春
さ
り
夏
き
ぬ
る
ほ
ど
、
自
然
の
神
が
や
さ
し
き
情
に
は
ぐ
A

ま
れ

ち
い

て
、
い
と
少
さ
く
き
よ
ら
の
花
か
ず
多
く
も
て
り
、
そ
の
一
っ
―
つ
に

は
世
な
ら
ぬ
う
つ
く
し
さ
の
香
り
を
さ
へ
に
か
ね
て
。

な
ん
だ

さ
れ
ど
、
人
は
皆
都
大
路
に
散
り
に
し
花
の
な
と
り
の
涙
の
と
ふ
に

い
そ
が
し
う
て
、
こ
A

の
初
夏
思
ふ
は
あ
ら
ず
、
こ
の
ご
ろ
を
事
多
き

の

わ

ざ

野
業
に
う
み
て
は
、
草
か
る
童
の
む
れ
も
唯
よ
そ
め
に
て
過
ぎ
ゆ
く
な

り

つ
る
ざ

戦
の
子
と
や
、
か
の
恐
ろ
し
き
毒
あ
る
剣
も
て
る
蜂
、
さ
て
は
あ
ど

か
な
る
舞
の
羽
袖
、
自
由
の
幸
ほ
こ
ら
し
げ
な
る
蝶
の
、
た
ゞ
折
々
は

音
づ
れ
よ
り
て
心
あ
く
ま
で
蜜
を
吸
ひ
も
と
む
る
の
み
に
し
て
、

さ
は
れ
神
の
摂
理
を
い
と
よ
く
信
じ
ぬ
る
野
薔
薇
は
、
か
く
て
も
露

う
ら
む
べ
き
姿
は
な
く
て
、
朝
夕
を
絶
え
ま
な
き
水
鏡
に
い
よ
ー
＼
清

艶
の
お
も
か
げ
を
そ
え
つ
。

時
の
あ
ゆ
み
は
ひ
ま
な
く
め
ぐ
り
て
、
星
月
夜
、
露
地
の
領
に
い
と

ゞ
も
し
げ
か
る
ほ
ど
、
ひ
と
り
野
薔
薇
は
来
し
方
の
か
へ
り
見
に
ふ
け

り
て
、
い
と
幸
な
か
り
し
す
ぐ
せ
を
錮
じ
ぬ
る
に
、
折
し
も
角
笛
の
音

ぉ
ち
か
た
ざ
と

遠
方
里
に
お
こ
り
て
心
い
よ

l
＼
う
ら
が
な
し
う
、
は
て
は
う
な
だ
る

A
と
見
る
一
ひ
ら
二
ひ
ら
、
清
香
ひ
と
き
は
薫
じ
て
い
つ
し
か
水
面
に

消
え
ぬ
沫
と
散
り
そ
め
つ
。

こ
の
水
、
と
ほ
く
野
を
よ
こ
ぎ
り
山
を
め
ぐ
り
て
流
れ
流
れ
て
の
末

は
、
か
の
花
多
き
都
に
い
る
な
り
。
そ
こ
に
は
若
う
し
て
情
や
さ
し
き

う

た

び

と

ひ

じ

り

詩
人
住
み
つ
、
は
た
、
眉
あ
げ
て
道
と
く
に
年
い
と
老
い
た
る
聖
住
み

つ。
あ
は
れ
人
生
の
趣
に
も
相
似
た
る
か
な
。

（
一
九

0
-
―
一
年
六
月
二
九
日
付
第
一
六
四
号
）

兵

士

夕

ち

ど

り

朝
餡
の
卓
い
つ
も
わ
が
す
さ
び
の
夢
も
の
が
た
り
、
け
ふ
も
い
ざ
と

や
な
を
ば
上
。

笑
は
せ
給
ふ
な
、

た
ま

い
づ
ら
と
し
も
な
き
魂
の
ま
よ
ひ
の
、

西
部
亜
細
亜
゜

ふ
り
け
る
世
の
お
も
か
げ
な
り
。

カ
ル
デ
ア
の
王
の
兵
士
の
ひ
と
り
、

よ
べ
わ
が
あ
く
が
れ
の
野
は

い
ま
し
、

も
の
勇
し
う
惨
愴
た
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る
い
く
さ
の
場
に
出
で
立
A

む
と
す
る
さ
ま
の
そ
れ
に
て
、

ひ
る
の
ほ
ど
、
心
大
方
な
ら
ず
興
来
覚
え
て
読
み
た
る
古
史
の
ゆ
く

り
な
く
も
、
夜
に
つ
か
の
間
の
わ
が
夢
ち
に
通
ひ
し
も
を
か
し
ゃ
。

そ
は
う
ち
渡
す
目
ち
の
か
ぎ
り
、
み
ど
り
は
し
げ
る
山
も
あ
ら
ず
丘

も
あ
ら
ざ
る
大
野
の
直
中
、
た
ゞ
一
す
じ
の
小
川
静
か
に
流
れ
て
も
の

む
せ
び
ゆ
く
調
べ
の
音
は
、
わ
が
村
の
そ
れ
に
い
と
よ
う
似
た
り
。

一
隊
の
兵
士
、
見
も
な
れ
ざ
る
あ
や
し
の
も
の
A

具
取
り
よ
ろ
う
て

こ
の
小
川
の
水
上
か
ち
渡
る
と
す
る
に
、
い
づ
く
よ
り
か
い
ま
、
み
め

美
し
き
ひ
と
り
の
を
み
な
の
、
み
ど
り
子
の
い
と
ほ
し
げ
な
る
を
か
き

抱
き
も
て
あ
わ
た
ゞ
し
う
走
せ
よ
る
な
り
き
。

「
ま
た
せ
た
ま
へ
、
わ
が
背
よ
し
ば
し
」

泣
く
音
か
ぎ
り
に
打
さ
け
ぶ
あ
は
れ
の
な
げ
き
、
あ
な
堪
へ
ず
と
て
、

わ
が
お
ほ
ひ
に
し
袖
の
ひ
ま
だ
に
あ
ら
せ
ず
、
一
隊
の
中
に
ま
じ
れ
る

そ
が
背
を
、
を
み
な
は
狂
乱
の
目
ざ
し
は
や
う
も
見
い
で
つ
。

「
わ
が
背
よ
し
ば
し
、
わ
が
背
は
行
き
て
残
る
こ
の
を
さ
な
児
を
抱
き

っ
A

飢
ゑ
に
泣
く
べ
き
あ
す
は
思
ふ
も
つ
ら
し
、
わ
が
背
よ
、
と
く
こ

の
児
を
取
り
て
給
へ
、
身
は
ひ
と
り
も
の
A

心
安
う
父
母
が
故
里
に
こ

そ
帰
ら
め
、
い
ざ
と
く
わ
が
背
よ
」

唯
み
ど
り
児
を
兵
士
の
ほ
こ
と
る
手
に
強
ひ
む
と
て
、
香
た
か
き
髪

さ
へ
長
う
ふ
り
乱
し
た
る
喪
心
の
を
み
な
が
さ
ま
、
あ
A

狂
ひ
て
は
か

く
あ
さ
ま
し
き
魔
相
も
現
じ
ぬ
る
も
の
か
や
、

こ
の
ひ
と
A

き、

お
も
て

憤
怒
面
に
激
し
て
つ
と
よ
り
た
る
父
な
る
兵
士
の
、
そ
が
手
に
か
な

し
児
奪
ふ
も
は
や
う
、
高
く
さ
A

げ
て
な
げ
入
れ
け
る
は
打
よ
す
る
大

波
の
た
ゞ
な
か
、

小
川
の
水
た
ち
ま
ち
に
ひ
ろ
と
り
て
怒
号
昇
天
に
起
り
つ
、
大
野
は

強
く
悲
し
き
う
れ
た
み
の
風
た
ゞ
吹
き
に
吹
き
吹
く
。

と
し
も
見
て
、
か
く
て
よ
べ
ま
た
例
の
わ
が
身
わ
び
し
き
ね
ざ
め
を

し
つ
。ぁ

A

を
ば
上
。

こ
は
わ
が
夢
の
ま
ぼ
ろ
し
、
た
ゞ
は
か
な
き
夜
半
の
そ
れ
な
が
ら
、

こ
A

に
世
は
戦
国
の
春
を
示
し
て
、
わ
れ
ら
ま
た
醜
き
魔
障
の
そ
れ
の

を
み
な
の
身
な
る
を
思
ひ
た
ま
は
ず
や
、

ぁ
A

を

ば

上

。

(

-

九

0
四
年
四
月
―
一
日
付
第
二
0
五
号
）

ゆ
ふ
ち
ど
り

そ
と
し
の
び
よ
り
来
て

幽
思

夕
風
、
わ
が
い
た
づ
ら
ぶ
し
の
枕
に
近
う
、

さ
A

や
き
て
云
ふ
。

わ
れ
い
ま
、
過
し
苔
の
ふ
の
春
の
面
影
、
た
づ
ね
わ
び
つ
A

徘
徊
ひ

て
来
し
い
さ
A

川
の
辺
に
、
う
す
む
ら
さ
き
の
藤
の
一
花
散
り
ふ
か
び

お
も
ひ
で

て
云
ひ
し
ら
ぬ
情
韻
の
一
節
、
わ
が
回
憶
の
糸
に
か
ぎ
り
な
き
あ
は
れ

を
語
る
を
覚
え
き

き
A

給
へ
君
゜

か
ヽ
り

か
つ
て
の
日
な
り
、
わ
れ
青
葉
の
奥
の
幽
の
宮
、
そ
こ
に
さ
び
し
み

の
白
裳
長
う
お
は
す
る
神
の
羽
袖
に
そ
よ
ぎ
て
、
美
し
き
角
笛
の
音
に
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通
ひ
た
り
し
日
、
野
べ
山
べ
、
暮
れ
ゆ
く
春
の
と
じ
め
に
ひ
と
り
か
A

り
て
、
静
な
る
、
長
き
愁
に
笑
め
る
こ
の
み
を
ば
見
き
。

う
す
む
ら
さ
き
の
、
さ
な
り
か
す
か
な
る
う
す
む
ら
さ
吾
の
、
ゆ
か

り
の
色
の
な
つ
か
し
き
こ
の
花
、

世
に
あ
る
日
、
ひ
と
り
春
花
の
花
や
げ
な
る
時
に
お
く
れ
て
青
葉
に

う
た

こ
も
る
姿
は
、
た
と
は
ゞ
や
さ
し
み
の
恥
ぢ
に
か
く
る
A
詩
を
と
め
が
、

世
を
か
く
ろ
ひ
の
面
ぎ
ぬ
か
づ
け
る
う
つ
く
し
の
そ
れ
か
ゃ
゜

に

は

ひ

世
を
わ
れ
か
ら
な
る
晩
春
の
空
の
な
や
み
に
馨
香
て
、
人
や
わ
れ
や
、

つ
き
せ
ぬ
幽
思
を
の
み
つ
ゞ
り
に
し
此
う
す
む
ら
さ
吾
の
花
。

う
た
び
と

か
の
、
よ
し
と
云
ふ
、
う
る
は
し
と
云
ふ
、
世
の
詩
人
が
云
ふ
恋
の

な
が
れ
の
身
は
、
其
露
に
う
る
ほ
ふ
ほ
だ
し
な
が
ら
、
わ
が
お
も
か
げ

の
花
、
遂
に
水
の
心
に
は
う
つ
さ
じ
と
せ
し
は
か
な
の
花
の
身
な
り
し

な
り
。さ

い
へ
こ
の
花
、
あ
A

さ
は
云
へ
あ
の
花
、
春
野
に
こ
も
る
夢
影
い

と
ふ
か
き
根
ざ
し
に
生
ひ
し
す
ぐ
せ
の
身
の
、
胸
に
し
ゆ
る
ぐ
や
さ
し

い

の

ち

き
生
命
の
み
だ
れ
、
慕
ひ
よ
る
ま
ほ
ろ
し
の
理
想
の
宮
の
、
う
ち
に
人

よ
り
せ
つ
な
げ
な
る
が
、
そ
れ
は
た
な
か
ら
じ
ゃ
は
。

け
ふ
、
ち
り
て
う
か
ぴ
し
い
さ
A
小
川
の
水
面
に
は
、
や
さ
し
き
絃

歌
の
し
ら
べ
も
ひ
ゞ
き
っ
゜

あ
は
れ
、
そ
が
世
の
生
の
夕
山
も
と
か
げ
、
あ
ま
り
に
も
ま
た
さ
び

し
か
ら
ず
や
君
゜

と
お
も
ふ
に
も
わ
れ
こ
の
花
の
上
に
、
あ
や
し
き
涙
の
か
つ
お
つ
る

か
な
•
•
•
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

い
つ
し
か
わ
れ
、
長
き
う
ま
ゐ
の
静
な
る
手
に
お
ち
て
、
こ
の
後
の

夕
風
が
物
が
た
り
を
知
ら
ず
。

さ
る
に
て
も
、
と
こ
し
へ
に
し
て
、
わ
が
身
ま
た
春
を
別
れ
に
し
、

ぁ
A

、

こ

の

初

夏

。

(

-

九

0
四
年
六
月
六
日
付
第
ニ
―
三
号
）

を

と

め

夕

ち

ど

り

襖
そ
と
お
し
ひ
ら
け
ば
好
き
香
の
か
を
り
し
て
、
幽
花
露
し
た
A

る

ほ
く
そ
う

北
窓
の
も
と
、
ね
む
れ
る
が
ご
と
く
そ
の
翁
ぞ
ゐ
た
る
。

（
オ
、
よ
き
子
よ
、
よ
う
ぞ
、
い
ざ
こ
な
た
へ
）

う
つ
く
し
き
お
も
か
げ
か
な
、

岡
の
松
原
小
野
の
逍
遥
の
わ
が
か
へ
る
さ
ま
ち
つ
け
て
お
ど
ろ
か
せ

た
り
し
き
の
ふ
の
そ
れ
に
あ
ま
り
に
似
ぬ
な
り
。

い
さ
A

か
の
け
が
れ
も
ゆ
る
し
が
た
き
わ
が
家
門
の
ほ
こ
り
を
、
あ

ら
ず
を
と
め
子
な
れ
ば
わ
れ
も
聖
な
る
天
の
ち
ぎ
り
の
、
高
き
は
通
ふ

百
合
花
の
い
の
ち
の
そ
れ
を
も
む
げ
に
な
み
し
は
て
た
り
し
、
か
の
日

の
か
の
物
語
を
思
ふ
と
、
わ
が
若
き
胸
は
や
あ
や
し
う
わ
き
だ
ち
て
、

頭
に
の
ぼ
る
血
し
ほ
の
い
か
り
は
目
く
る
め
く
や
う
ま
で
覚
ゆ
る
な
る

も
、
を
と
め
子
の
恥
の
唯
や
さ
し
き
に
お
ぢ
た
り
と
の
み
や
翁
は
見
る
。

（
オ
、
よ
し
、
よ
し
、
か
し
こ
き
子
よ
、
わ
が
言
の
葉
に
従
ひ
て
郷
に

孝
悌
の
子
た
ら
ん
と
す
る
御
身
は
幸
な
る
か
な
、
富
の
光
り
、
楽
欲
の

に
ほ
ひ
、
か
く
て
ぞ
そ
こ
に
つ
き
せ
な
き
祝
福
の
ほ
ま
れ
あ
る
子
よ
）
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あ
A
何
も
の
A
魔
か
や
、

ひ
と
み

や
さ
し
げ
の
瞳
子
と
、
貴
げ
の
声
音
と
、
さ
て
は
胸
の
上
長
う
、
世

を
い
つ
は
り
の
雪
よ
り
清
吾
白
頻
の
姿
ふ
さ
は
し
う
し
て
、
か
く
て
道

徳
の
如
鬱
霙
し
き
が
下
に
、
貪
泉
の
あ
く
な
き
を
た
A

ふ
る
こ
の
翁
と

は
そ
も
。

山
な
ら
ぬ
、
水
な
ら
ぬ
、
人
生
か
た
き
行
路
の
そ
れ
に
ゆ
き
な
や
む

こ
:
ら
の
子
の
、
ゆ
き
づ
り
の
情
の
宿
、
か
な
し
う
も
立
ち
よ
り
て
は

胸
に
永
久
の
苦
悩
の
喘
ぎ
、
か
か
ら
ん
翁
が
た
め
深
う
深
う
き
ざ
み
入

れ
ら
れ
た
り
し
を
、
わ
れ
は
ま
こ
と
、
け
ふ
ま
で
に
あ
ま
た
A

び
見
た

り
し
な
り
。

（
い
な
と
や
、
い
な
と
云
ふ
や
、
き
け
よ
よ
き
子
、
世
に
わ
れ
ば
か
り

ぞ
御
身
が
心
の
奥
の
奥
な
る
か
す
か
な
る
そ
の
花
の
影
の
ゆ
ら
ぎ
は
よ

う
知
る
な
り
、
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
世
は
流
転
き
は
ま
り
な
き
化
性
の

そ
れ
、
理
想
と
や
よ
る
べ
な
き
地
上
幻
想
の
お
ろ
か
し
き
に
あ
こ
が
れ

て
、
は
て
は
悲
運
の
闇
ぢ
に
ひ
と
り
ま
さ
ぐ
り
ゆ
く
な
げ
き
に
添
は
ん

よ
り
、
よ
う
お
も
ひ
見
よ
よ
き
子
。
）

あ
な
推
参
な
る
翁
か
な
。

ゆ
ふ
ぺ

吾
の
ふ
松
原
よ
り
の
か
へ
る
さ
に
し
て
、
わ
れ
は
ひ
と
り
夕
夜
の
星

あ
ふ
ぎ
て
か
た
う
ち
か
ひ
つ
。

よ
こ
し

肉
や
名
や
、
邪
ま
な
る
利
の
黄
金
ぐ
つ
わ
に
つ
な
が
れ
た
る
、
卑
き

翁
が
こ
の
貪
心
の
生
贄
と
ゆ
か
ん
よ
り
は
、
脅
迫
の
手
、
わ
が
頭
上
に

落
ち
な
ば
お
ち
ょ
、
あ
ら
が
ひ
て
あ
ら
が
ひ
て
、
さ
て
む
し
ろ
死
な
ん

ま
で
も
と
。

あ
A

よ
し
ゃ
、
さ
な
り
よ
し
ゃ
、
現
し
身
か
よ
わ
き
を
み
な
に
し
て

小
さ
き
反
抗
の
力
、
す
べ
て
世
に
む
や
く
な
り
と
き
か
ん
日
と
も
、

こ
と

（
か
し
こ
き
子
よ
、
何
と
て
わ
が
云
ふ
言
に
い
ら
へ
せ
ぬ
ぞ
。
）

よ
そ
ほ

ゃ
ぅ
ー
＼
偽
善
の
美
し
き
粧
ひ
う
す
れ
て
、
し
う
ね
く
も
む
と
苔
恐

ろ
し
き
す
が
た
に
翁
は
ゐ
よ
り
ぬ
。

（
か
ぎ
り
な
き
も
と
め
、
涯
な
き
む
さ
ぼ
り
、
と
こ
し
な
へ
に
あ
ら
ぬ

願
ひ
に
た
ば
か
ら
れ
あ
ざ
む
か
れ
て
、
オ
、
よ
き
子
よ
、
よ
う
思
へ
、

き
た
う
み

幼
う
し
て
父
母
は
ら
か
ら
を
遠
吾
北
海
の
あ
な
た
に
別
れ
、
故
園
に
ひ

と
り
よ
る
べ
な
き
み
な
し
と
の
は
か
な
き
宿
世
の
汝
が
身
を
、
か
す
か

な
る
血
緑
の
ゆ
か
り
に
あ
は
れ
と
見
て
の
こ
A

ら
の
幾
あ
け
く
れ
、
雨

し
ら
ぬ
風
し
ら
ぬ
な
さ
け
の
袖
の
お
ほ
ひ
に
美
し
吾
衣
き
せ
美
し
き
名

添
へ
て
、
な
で
し
こ
の
ち
り
も
す
え
じ
と
生
ふ
し
立
て
し
は
ま
こ
と
、

か
の
子
が
父
、
御
身
が
伯
父
な
る
そ
の
人
な
ら
ず
し
て
誰
ぞ
。

ま
し
て
や
こ
は
、
そ
の
人
臨
終
の
悲
し
苔
床
に
切
な
る
願
ひ
の
そ
れ

な
り
し
と
云
ふ
を
。

と
告
に
章
台
楊
柳
を
折
る
の
子
と
、
よ
か
ら
ず
や
、
そ
れ
も
い
づ
れ

は
お
し
な
べ
て
い
ま
を
世
に
オ
あ
る
子
が
悌
な
る
も
の
、
た
ゞ
よ
う
こ

し
方
を
お
も
へ
、
女
な
る
身
の
す
ぐ
せ
を
お
も
へ
。

さ
な
ら
ず
ば
、
オ
、
さ
な
り
さ
な
ら
ず
ば
よ
き
子
よ
、
こ
の
翁
わ
れ
、

け
ふ
よ
り
栄
達
き
は
み
な
き
彼
の
子
が
貴
き
心
に
ふ
れ
ざ
ら
ん
が
た
め
、

毒
あ
る
呪
ひ
の
舌
、
専
心
中
傷
に
ゆ
だ
ね
て
美
し
き
御
身
が
ゆ
く
て
を

な
や
ま
さ
ん
に
、
か
く
て
も
か
な
ほ
、
よ
う
思
へ
、
か
し
こ
き
子
よ
、
）

き
た
な
し
翁
、
い
か
に
と
も
せ
よ
か
し
、
わ
れ
は
こ
の
世
に
す
が
る
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異
性

姫
が
起
伏
の
花
園
に
小
さ
き
草
あ
り
。

そ
は
、
そ
の
か
み
、
心
ざ
ま
卑
う
、
さ
は
れ
自
ら
は
い
と
厳
正
に
、

園
守
る
手
業
世
の
大
方
の
人
に
立
ち
す
ぐ
れ
た
る
を
信
じ
て
、
ほ
こ
り

そ

の

も

り

ひ

る

ね

あ

め

と
な
せ
る
園
守
が
か
り
そ
め
の
午
睡
の
ひ
ま
を
、
翅
白
き
夢
の
鳥
、
天

よ
り
来
て
お
き
た
る
種
の
か
く
芽
ぐ
み
し
な
る
を
ば
誰
れ
も
知
ら
ず
。

ま
ど
か

み
空
に
は
月
の
姿
、
円
に
し
も
な
り
行
く
な
べ
に
さ
A

や
か
な
る
緑

し
ょ
う
く
わ

の
蔓
し
げ
り
て
、
其
葉
が
く
れ
、
同
じ
き
色
の
小
花
は
世
な
ら
ぬ
奇
し

か
を
り

き
香
を
夜
毎
に
は
な
つ
。

は

い

の

ら

朝
ざ
め
の
木
か
げ
に
、
夕
の
川
床
に
栄
え
あ
る
天
の
生
命
を
た
A

ヘ

て
、
露
ふ
か
う
美
し
き
こ
の
園
に
共
栖
の
蝶
ほ
た
る
の
、
な
べ
て
、
皆

う
た

が
ら
う
れ
し
き
わ
が
世
の
詩
の
魂
と
た
ゞ
む
つ
ぶ
に
、
怪
か
し
の
思
ひ

に
醒
め
し
園
守
は
い
か
で
其
香
の
も
と
さ
ぐ
ら
ん
と
一
日
く
ま
な
う
求

め
て
夏
草
が
く
れ
、
こ
の
異
様
な
る
小
草
を
見
い
で
つ
。

『
あ
ら
ず
、
こ
は
麿
性
の
も
の
な
り
。
正
し
う
け
が
れ
な
き
わ
が
姫
が

杉
山
孝
子

に
親
の
何
も
あ
ら
ぬ
子
な
り
と
の
み
、
く
ち
び
る
か
み
て
唯
涙
ふ
く
む

に
、
こ
の
し
ば
し
、
翁
も
云
は
ず
。

山
か
げ
の
や
ど
、
夏
と
し
も
な
き
ま
ひ
る
の
姿
静
に
し
て
。

ぁ
A

か
A

ら
ん
時
、
か
A

ら
ん
日
、
い
か
に
す
る
ら
ん
こ
の
さ
だ
め

の
ま
へ
、
心
や
さ
し
き
大
方
の
わ
が
友
の
を
と
め
は
。
（
を
は
り
）

（
一
九

0
四
年
八
月
二
二
日
付
第
ニ
二
四
号
）

（
一
九

0
五
年
七
月

l

-

＿
日
付
第
二
六
九
号
）

天
授
の
花
園
に
生
ふ
べ
く
、
か
A

る
異
様
の
姿
し
た
る
小
さ
き
も
の
は

あ
ま
り
に
ふ
さ
は
ず
』

と
て
園
守
は
足
も
て
ふ
み
に
じ
り
し
が
、
ま
た
の
日
、
ふ
た
A

び、

小
草
は
ま
た
さ
ら
に
栄
え
あ
る
様
に
花
も
葉
も
、
蔓
も
香
も
ま
さ
り
て
、

生
ひ
茂
り
た
る
を
見
て
、

『
こ
は
、
ま
こ
と
に
魔
性
の
も
の
な
り
』

と
、
内
心
の
恐
れ
に
根
な
が
ら
引
き
去
り
て
い
ろ
り
火
の
焔
に
投
じ

さ
り
つ
。

こ
の
小

お
き
ふ

．．
 し

あ
は
れ
其
後
、
姫
が
起
臥
の
花
園
、
う
ち
に
霊
郷
の
通
ひ
ぢ
絶
え
て
、

憂
愁
の
露
さ
び
し
き
幻
に
し
て
立
迷
ふ
を
も
、
心
厳
正
な
り
し
を
な
ほ

た
の
み
て
園
も
り
は
、

『
か
く
て
こ
そ
、
わ
が
姫
が
花
園
と
こ
し
へ
に
安
か
れ
』
と
。

草
、
名
を
異
性
と
云
ふ
。

絹

手

毬

夕

千

鳥

あ
や

奇
し
き
糸
の
手
、
さ
ま
卜
＼
の
彩
と
身
を
め
ぐ
り
て
、
迷
想
は
て
し

な
く
美
し
き
け
ふ
し
も
ひ
と
り
、
姫
が
手
箱
の
う
ち
に
夢
心
地
と
、
わ

と

は

れ
は
永
久
な
る
春
の
た
の
し
き
う
れ
ひ
に
添
ひ
た
り
。

幸
あ
る
身
よ
。

い
は
む
ら

春
な
り
と
よ
き
音
の
う
ぐ
ひ
す
、
巌
室
出
で
A
ほ
の
か
な
る
ほ
A
笑

み
す
が
た
、
こ
A

に
新
し
き
わ
が
世
の
調
べ
と
鳴
く
に
し
も
、
人
は
な
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い
よ
A

忘
ら
れ
が
た
き
流
離
の
痛
み
を
か
こ
つ
に
。

ほ
、
世
の
さ
だ
め
、

幸
あ
る
身
な
り
。

来
し
方
よ
。

身
は
は
ぐ
れ
に
し
花
草
の
、
あ
ら
ぬ
と
に
は
あ
ら
ぬ
わ
れ
絹
手
毬
の
、

か
く
て
、
日
も
す
が
ら
お
も
ひ
で
の
涙
、
う
ら
A

か
な
る
日
か
げ
の
窓

を
な
つ
か
し
う
流
れ
て
、
消
え
し
ら
ぬ
ま
ぽ
ろ
し
が
た
り
の
、
そ
の
花

た
ま

の
夢
こ
そ
わ
が
世
、
魂
は
た
ゞ
と
こ
し
へ
の
う
る
ほ
ひ
ふ
か
き
光
り
の

涯
を
ぞ
あ
こ
が
る
A

な
る
。

さ
は
。
は
ぐ
れ
に
し
か
げ
、
泌
み
ぬ
る
世
の
、
そ
の
日
の
お
も
わ
、

人
の
世
の
情
に
知
ら
ぬ
や
さ
し
き
ゆ
ら
ぎ
な
り
つ
れ
ば
な
ら
し
ゃ
。

ま

な

こ

夢
か
。
真
白
翅
、
清
ら
に
ほ
の
に
、
我
が
空
想
の
女
神
が
愛
児
と
、

只
何
処
に
も
ふ
さ
は
し
き
そ
が
夢
見
す
が
た
の
、
一
た
び
、
君
に
よ
り

引
か
れ
て
入
り
し
霊
の
み
園
の
、
瑞
木
生
ふ
い
の
ち
の
か
げ
は
、
現
し

さ

だ

め

身
か
ゞ
る
色
糸
の
、
こ
の
あ
え
か
な
る
命
運
に
も
通
ふ
を
。

い
ま
か
く
ひ
と
り
。

姫
が
手
箱
に
あ
り
し
日
の
う
つ
ら

l
¥、
さ
て
は
、
召
さ
れ
て
出
づ

る
歌
舞
の
あ
し
た
の
庭
の
面
の
そ
の
す
さ
び
に
も
、
露
身
は
う
す
れ
し

ら
ぬ
あ
こ
が
れ
心
地
を
こ
そ
お
も
へ
。

剛
バ
な
ら
ね
ど
も
。

あ
た
A

か
き
涙
お
つ
る
に
。

幸
あ
る
身
よ
。

と
こ
し
へ
に
か
く
て
ぞ
死
な
む
。（

一
九
0
六
年
一
月
一
日
付
第
二
九
五
号
）

関西大学史学会

昭和57年度収支決算報告書

収 入

前年度より繰越

会費

史泉売上

レジュメ売上

利息

1,269,174円

410,193円

772,590円

54,460円

20,000円

11,931円

支 出

事務費

史学会大会費

史泉 57号

郵送料

振込用紙ほか印刷代

印判代

事務員謝金

差 引 残 高

1,020,290円

33,069円

104,848円

682,600円

40,383円

22,680円

33,000円

103,710円

248,884円
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